
　左の図は、平成28年に
沖縄防衛局が発表した回
転翼機の月別飛行航跡集
約図の抜粋となっていま
す。調査結果は、場周経路
をはみ出した飛行数及び
遵守している飛行数が示さ
れておらず、調査対象に固
定翼機が含まれていないこ
となど、普天間飛行場の周
辺の実態を示すものとは言
い難いものとなっておりま
す。さらに、調査結果に場周
経路を当てはめてみると、そ
の多くが場周経路を逸脱し
ていることが確認できます。

平成 28年 9月◆普天間飛行場における回転翼機の飛行状況調査結果発表（H27年4月～H28年3月）

平成8年 3月◆航空機騒音規制措置に関する日米合意

平成16年 8月◆沖縄国際大学への米軍機ヘリ墜落事故

平成19年 8月

平成19年 12月

平成27年 9月

　平成 16 年 8 月 13 日（金）午後 2 時 15 分ごろ、普天間飛行場に派遣されていた米海兵隊所属ＣＨ-53Ｄ型ヘリが
沖縄国際大学の本館に墜落、炎上するという重大事故が発生しました。事故機は我如古上空で尾翼部分（テールロー
ター）を落下し、操縦不能になったまま沖縄国際大学本館ビルに墜落、激突後激しく炎上しました。ヘリに搭乗し
ていた米軍関係者 3 名が負傷し、民間人への人的被害は確認されなかったものの、民家 29 戸、車両 33 台等の物的
被害が確認されています。

　平成 19 年 12 月、本市が入手した
「海兵隊航空基地普天間飛行場マス
タープラン」によって、普天間飛行
場におけるクリアゾーン（土地利用
禁止区域）の存在が明らかになりま
した。
　マスタープラン内では「障害物を
排除し離発着の際の安全を確保する
ためのエリアである」と記述されて
おりますが、クリアゾーンは大きく
基地外の住民地域に張り出しており、
そこには普天間第二小学校を始め、
多くの施設があり、約 3,600 人もの
住民が居住しております。

月別飛行航跡集約図（平成27年10月）
と場内経路重ね図【作成：宜野湾市】

11


